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◆令和４年度 淡路文化会館「いざなぎ学園」開講式・入学式・記念講演◆ 
 

 令和４年４月 20日（水）、「いざなぎ学園」開講式・入学式が開催されました。また、式

後には、兵庫教育大学大学院元教授の廣岡 徹 氏による「生涯学習を考える－生きがいと

高齢者の学び－」と題して記念講演が行われました。 

今年度の受講生は、 大学 134 名(一年 40 名、二年 38 名、三年 27 名、四年 29 名)、大

学院９名(一年 5名、二年 4名)、サークル生 17名，計 160名でのスタートです。 

              

記念講演 

兵庫教育大学大学院 元教授 廣岡 徹 先生  

 

学園長あいさつ 

 

◎学園生の感想 振り返りシートから (抜粋)    

・三回目の入学式ですが、また始まると思うと楽しみと期待でいっぱいです。気を張らず、

頑張ってみます。 

・現在、神戸在住ですが、昨年九月から一年の半分を淡路で過ごしています。淡路を「知

る、学ぶ、人との出会い」ができればよいと思います。 

・入学式の席に着いた途端、先輩の方から話しかけていただき、その生き生きとした姿に

「いざなぎ学園」への楽しみ、期待が高まりました。 

・皆様との出会いを大切に、講座やサークル活動を通して自分に合ったものを見つけ、毎

日生活や地域社会に役立つよう努力したいと思います。 

・心身の衰えを感じ、毎日の生活範囲が縮小されていること感じながら生活していた今日

この頃でしたが、今日、廣岡 徹先生のお話を聞き、もっと新しいことに挑戦していこ

うと意欲がわいてきました。アクティブエイジングを目指して頑張ります。 

・淡路文化会館創立 50周記念の年に 4年生になり本当に記念になります。2.3年の時はコ

ロナ禍で出席もままならず大変でしたが、今年４年生の講座は順調に受けたいです。修

了式が楽しみです。 

・目的のある生活、その知識を得られるのは「いざなぎ学園」しかない。教養講座、専門

講座は私には宝物です。サークルで趣味を持つことができ、独居生活というさびしい生

活ではなく、生き生きとした日々が送れる。友達も広くでき最高の場です。 


